
令和４年度 

第６回 帯広市地域公共交通活性化協議会 次第 

 

日時：令和５年１月20日（金）10時00分～   

場所：帯広市役所 10階第６会議室      

 

 １ 開 会 

 

 ２ 会長挨拶 

 

 ３ 議 事 

（１）協議事項 

   議案第１号 帯広市地域公共交通計画 骨子案について 

   議案第２号 地域公共交通確保維持改善事業に係る事業評価について 

 

 （２）その他 

  ・モビリティ・マネジメント小冊子（案）について 

 

 ４ 閉 会 

 

 

《配付資料》  

資料１ 出席者名簿 

資料２ 帯広市地域公共交通計画 骨子案 

資料３ 帯広市地域公共交通計画 現状・問題点・課題整理表（骨子案時点） 

資料４ 中間報告及び計画の方向性に関する協議内容について 

資料５ 帯広市地域公共交通計画策定調査 補足資料 

資料６ 今後のスケジュールについて 

資料７ 地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業） 

資料８ モビリティ・マネジメント小冊子（案） 

（①中高生用・②転入者用・③高齢者用） 
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帯広市地域公共交通計画 骨子案 

１ 計画策定の趣旨 

・人口減少や少子高齢化の進展、自家用車の普及などの社会情勢の変化に加え、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大に伴い公共交通利用者は大幅に減少。加えて、慢性的な運転手不足や原油価

格高騰など、地域公共交通を取り巻く環境は大変厳しい状況に置かれている。 

・国では、令和２年 11 月に「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律等の一部を改正する

法律」を施行し、地方公共団体における地域公共交通の計画に関することや、公共交通の改善

や移動手段の確保に向けた仕組みの拡充など、地域旅客運送サービスの確保に資する取組を推

進している。 

・本計画は、持続可能な地域旅客運送サービスの提供の確保を目的として策定するもの。 

 

２ 計画の位置付け 

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第５条に基づく地域公共交通計画 

・第七期帯広市総合計画の分野計画 

 

３ 計画区域及び計画期間 

・計画区域：帯広市全域 

・計画期間：令和５(2023)年度〜令和９(2027)年度 

 

４ 公共交通の現状と課題 

《現状》 

・都市構造・施設が変化していく中、帯広駅バスターミナルを中心とするバス路線網には大きな

変化がない 

・通勤・通学は市内だけではなく近隣町村の移動からも発生 

・高齢者の運転免許返納者数の増加 

・慢性的な運転手不足で公共交通サービスが低下している中、運転手の高齢化が進行している 

・新型コロナウイルスの影響による公共交通利用者数の減少及び原油価格高騰などに伴う交通

事業者の運行収支悪化と沿線自治体の路線バス運行維持補助金の負担増 

《課題》 

・交通事業者間の協調・連携による移動の利便性、効率性及び持続可能性の向上 

・都市構造・施設のあり方に対応した公共交通網の構築 

・移動需要に対応した交通結節点の利便性確保 

・わかりやすく利用しやすい公共交通サービスの提供 

・運転手の確保 

・路線バスの収支改善 

 

５ 基本的な方針 

・持続可能な公共交通サービスの確保 

・乗継・待合環境の充実 

・公共交通の使いやすさ向上 

・公共交通の利用につながる環境づくり 

 

６ 主な施策 

・交通事業者が相互協調・連携した運行効率化 

・運転手確保対策 

・運行収支改善に向けた取り組みの検討・実施 

・MaaSなどの新たなモビリティサービスの検討 

・乗継・待合利便の向上 

・わかりやすい公共交通サービスの情報発信 

・公共交通の利用促進 

・農村部デマンド交通の利便性向上・利用促進 

 

７ 計画の推進 

・市⺠や交通事業者、学識経験者、⾏政などで構成する帯広市地域公共交通活性化協議会におい

て、計画に基づく取組を推進 

・評価は、計画目標と定めた指標を基に PDCAサイクルにより実施し、必要に応じて計画に基づ

く事業の実施内容に反映 

資 料 ２ 



帯広市地域公共交通計画 現状・問題点・課題整理表（骨子案時点）

カテゴリー 現状・問題点 課題 基本的な方針（案） 主な施策（案）

【上位計画】持続可能で利便性の高い地域公共交通の確保

【関連計画(市)】高齢者の社会参画推進・免許返納支援

【関連計画(市)】環境保全・脱炭素推進

【関連計画(道)】MaaS活用等、地域に合った利便性向上

【関連計画(道)】公共交通の利用定着に向けた地域全体の意識改革

【関連計画(道)】交通事業者間の連携強化

通勤・通学は市内だけではなく近隣町村の移動からも発生 通勤・通学需要に対応した広域交通や結節点の利便性確保

医療施設や商業施設は帯広駅周辺の中心市街地に一定程度集積して

いるものの、市内に点在

通院・買物需要に対応した域内での利便性確保

高齢化の進行や人口減少による需要減少に対応した、利便性を損な

わないダウンサイジング化の検討

免許返納（希望）者に対する公共交通利用のハードルを下げる取組

が必要

市内運行バス路線は利用減少等の影響からほとんどの路線が赤字運

行

路線バスの収支改善

タクシーやその他の交通でも利用が減少 既存リソースの相互連携によるサービス維持の検討

都市構造・施設などが変化してきているが、帯広駅バスターミナルを

中心とするバス路線網には大きな変化がない

都市構造等の変化に伴う市⺠ニーズに対応した公共交通サービスの

確保

交通事業者において慢性的に運転手が不足し、路線バス運行計画上

の欠員発生やタクシー配車時間の大幅増が生じている

運転手の確保

月水金の曜日運行・１日２往復運行でサービスレベルが高くない デマンド型交通を含むサービス内容の改善検討

【畜大線】ほとんどの利用が自衛隊稲田線・環状線重複区間で、畜

大までの利用が非常に少ない

畜大線を運行するリソースの最適配分（合理化）

【自衛隊稲田線】畜大線・自衛隊稲田線の重複区間とイトーヨーカ

ドーの利用が多い

【共通】利用者がバスを選択した理由は「バス停が近いから」「出

発／到着時間が良いから」が多い

高齢者を中心に市内外問わず利用があり、他院への転換が難しい利

用者が多い

通院者の利便性の維持向上

「乗継の必要がなくなったら」路線バスを利用するという利用者が

多い

効率的で潜在的バス利用者の掘り起こしに繋がる直行便の設定

通院前後に立ち寄り先がある場合、自家用車を利用する割合が高い 乗継利用にも対応したネットワーク高度化

十勝バスの広域路線・市内重点路線の多くは帯広駅ＢＴ経由で国道

38号/白樺通/新緑通/春駒通等を通って十勝バス本社へ運行

帯広駅での短絡化

帯広駅での乗降ニーズは高いものの、路線や方面によりバラつきが

大きい

乗換利便性向上による合理化

効率的なネットワーク形成

直行ニーズの高い路線・便の抽出による最小コストでの利便性維持

確保

高齢者の利用ニーズに合わせたサービス転換（ドアツードア等）主な利用地域である大川町及び東北エリアの人口減少・高齢化が進

行し、利用者が減少

公共交通の使いやすさ向上 わかりやすい公共交通サービスの

情報発信

ＯＤ・セン

サー調査：

畜大線・自

衛隊稲田線

畜大線合理化の際、畜大線単独区間における移動手段の確保が必要

公共交通の利用促進

ＯＤ・セン

サー調査：

水光線

乗継・待合環境の充実 乗継・待合利便の向上

公共交通の利用につながる環境づ

くり

農村部デマンド交通の利便性向

上・利用促進

帯広駅乗換

調査

帯広駅での乗換割合は、観光ニーズの高い路線は高く、生活ニーズ

の高い路線は低い

帯広厚生病

院利用状況

調査

上位計画・

関連計画

【上位計画】

第七期帯広市総合計画、第２期帯広市まち・ひと・しごと創生総合

戦略、第２次帯広市都市計画マスタープラン

持続可能な公共交通サービスの確

保

交通事業者が相互協調・連携した

運行効率化

【関連計画】

《帯広市関連》

第三期帯広市環境基本計画、第八期帯広市高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画 ほか

《広域関連》

北海道交通政策総合指針重点戦略 ほか

運転手確保対策

運行収支改善に向けた取り組みの

検討・実施帯広市概況

市内公共交通カバー率は92.7%と高い一方で、高齢化が進行 MaaSなど新たなモビリティサー

ビスの検討

市内公共交

通網

資料３



№ 意見・提案要旨 対応方針（案）

1 学生の移動による乗車人員への影響は大きい。学生の将

来推計数値を参考に通学需要の動向を予測する必要あり。

市教委の児童・生徒数推計データについて、帯広市の現状

の資料として追加します。（→資料５）

2 隔日運行で通勤・通学に使えないダイヤである水光線の利

用者アンケート結果から「通勤・通学利用が少ない」とは評

価できない。民生委員向けアンケートでフォローすべき。水

光線エリア在住の通勤・通学者でバス利用希望のある方が

どのように移動しているのか調査してもらいたい。

①現状・課題整理表の現状・問題点から『通勤・通学のよう

な速達性・定時性が求められる利用は少ない』を削除しま

す。

②民生委員向けアンケートの設問に通勤・通学者の移動

ニーズに関する設問を設けて調査します。

3 「医療施設・商業施設は市内中心部に集中」とあるが、中心

部は（帯広駅周辺の）狭いエリアを指し、そうすると施設は”

点在”となるのではないか。

4 「市内中心部＝市街化区域」として医療・商業施設があるの

は当然。中心市街地に集中しているかどうかがポイントで、

帯広駅中心とする中心部ではなく市街化区域郊外部に分散

している商業施設(ｲｵﾝ･ﾖｰｶﾄﾞｰ等)周辺に集中、と明確にす

べき。

5 事業スケジュール（資料２）は、協議会として計画策定のた

めにいつ何をするか、という内容で示すべき。

ご指摘のとおり、協議会としての計画策定スケジュールを作

成いたしました。（→資料６）

6 水光線OD調査の「東北エリア⇔まちなか」のトリップ数が往

復で差があるが、どう評価すべきか。「まちなか」エリアが帯

広駅と近いのなら、中心市街地を周遊している可能性も考

えられるのか。

民生委員向けアンケートの中で、中心市街地で降車したバ

ス利用者の動向に関する設問を設けて調査します。

7 畜大線を他路線に集約することで畜大への公共交通が一

つもなくなるという点について、もう少し議論してもよいので

は。

受験時のほか日常の通学についても、公共交通がもう少し

ケアできる部分がないものかと感じる。

路線見直しを検討する際に考慮すべき事項として整理しま

す。

8 高齢者向けアンケートの中で無料乗車証があるのに利用し

ない方から「バス停から自宅が遠い」「バス路線や時刻など

バスのことが分からない」といった意見もある。高齢者の今

後の免許返納も考慮しながら公共交通の在り方を検討する

必要があるのでは。

現状・課題整理表の課題に、『免許返納（希望）者に対する

公共交通利用のハードルを下げる取組が必要』を追加し、

骨子案・基本方針の「公共交通の使いやすさ向上」「公共交

通の利用につながる環境づくり」の施策設定における観点と

して整理します。

9 高齢者が買物でバス利用する際、バス停付近に座れる場

所があることへのニーズがあるように思う。

基本的な方針「乗継・待合環境の充実」の施策設定におけ

る観点として整理します。

10 時代と共に地域は変化しているが、バス路線網は30年来ほ

ぼすべての路線が駅中心部に向かう形から変わっていな

い。事業者間で協調し、市民にどういった形の路線が求めら

れているのか考慮した運行の在り方を、他都市の先進事例

を参考にしながら検討していく必要がある。

骨子案の現状に『帯広駅バスターミナルを中心とするバス

路線網には大きな変化がない』、課題に『交通事業者間の

協調・連携による移動の利便性、効率性及び持続可能性の

向上』として記述し、基本方針及び施策の設定における重

要な観点として整理します。

11 デマンドタクシーは降車時間が流動的でバス停での乗換利

用が難しく駅前ターミナルまで行く必要があり、買物で荷物

を持った利用客の負担になっているため、乗換負担を軽減

できるダイヤ設定のほか、乗降時のケアなどサービス向上

により利用促進につなげたい。

基本的な方針「公共交通の利用につながる環境づくり」の施

策設定における観点として整理します。

12 基本方針・施策における「利便性の向上」「ＭａａＳ」などと

いった一般的表現・内容について、当協議会（＝計画）にお

いてはどういったターゲットにどこまでのレベルでやるのか、

といった目標感を示した方が良いのではないか。

計画具体化を進める中での参考とします。

13 タクシーは特定の曜日・時間帯に利用が集中する傾向にあ

り、運転手不足により配車時間が増加している状況。

主な施策「運転手確保対策」につながる現状の一つとして、

現状・課題整理表に記述します。

14 近年、高齢の親の免許返納を促すためタクシーチケットを大

量購入する方が増えている。これまで車移動中心でバスに

不慣れな高齢者にとって、返納後の代替手段としてバスは

ハードルが高い。

主な施策「交通事業者が相互協調・連携した運行効率化」

「わかりやすい公共交通サービスの情報発信」につながる

現状の一つとして整理します。

15 コロナ禍の影響により大きく利用減少しているが、これまで”

波”で大幅に落ち込んだ利用が、最近はそれほど”波”の影

響がなく”波”が去っても従前の8割程度までしか戻らない。

コロナで人々のライフスタイルが変わり、従前どおりまで利

用回復することはないと思われる。

基本的な方針「公共交通の利用につながる環境づくり」の施

策設定につながる現状の一つとして整理します。

中間報告及び計画の方向性に関する協議内容について

（第５回会議における主な意見・提案整理表）

現状・課題整理表の現状・問題点の

『医療施設や商業施設は市内中心部に集中』を

『医療施設や商業施設は帯広駅周辺の中心市街地に一定

程度集積しているものの、市内に点在』に修正します。

資料４



№ 意見・提案要旨 対応方針（案）

16 JRの地域でメインの利用は学生で、将来的には少子化で減

少が見込まれる。調査中、JRとバスの乗継利用が示唆され

ており、さらに詳細な分析をして今後どういった利用が考え

られるか、JRとバスがどう協力・協調していくか検討したい。

主な施策「交通事業者が相互協調・連携した運行効率化」

につながる現状の一つとして整理します。

17 今後中心市街地をどう活性化していくかという考え方にも交

通計画の内容は左右されるかと思うので、まちづくりの視点

（方針）も見ながら検討を進めてほしい。

計画具体化を進める中での参考とします。

18 運転手確保対策が言われて何年も経つが実効性のある施

策があるとは言えない。路線運行のための乗務員は不足し

ており、乗務員は休暇も取れない状況で路線維持もほぼ限

界にきている。労務構成も60～65歳が全体の3割で、5年も

すればさらに乗務員不足に拍車がかかる待ったなしの状

況。

主な施策の「運転手確保対策」につながる現状の一つとし

て、現状・課題整理表と骨子案の現状において記述します。

19 若い運転手のなり手がおらず、入社しても定着しない。入社

当初の思いとのギャップや、コロナ・待遇等様々な状況の中

で働き続けられない、となったのではないか。いずれにせよ

運転手確保対策は非常に重要。

主な施策「運転手確保対策」につながる現状の一つとして

整理します。

20 市内バス路線網は西帯広は東西、東は南北の移動がメイ

ンで、西の方では南北の移動がしにくい。乗換場所としての

帯広駅の乗降ニーズは高いと思うが、中心部にあった目的

地が移転等で点在化している状況を鑑みると直行便でつな

ぐのも費用や乗務員確保の観点から厳しいと考えられる。

今後に向け、南北の移動や帯広駅以外での乗換のしやす

さ、結節点・待合環境整備を進め、帯広駅以外での乗換え

を進めていく必要があるのではないか。

主な施策「交通事業者が相互協調・連携した運行効率化」、

「乗継・待合利便の向上」における現状・観点として整理しま

す。

21 十勝MaaSの理念である目的地側と連携した公共交通の提

供、他事業との連携を意識できるような文言があってもいい

のでは。市民の公共交通の利用促進に向けた意識向上で

はなく、「取組」も必要で、検討してもらいたい。

基本的な方針「公共交通の利用につながる環境づくり」の施

策設定における観点として、計画素案の中で記述します。

22 シームレス交通戦略推進会議・十勝MaaSプロジェクトで実

施してきた「乗継・待合利便向上」の取組を継続してほしい。

主な施策「乗継・待合利便の向上」に関する地域における経

過として、計画素案の中でこれまでの取組内容を記載し、施

策「乗継・待合環境の向上」につなげる形で整理します。

23 都市と交通の一体的整備が言われている中、都市構造が

変わったらそれに対して交通のあり方はどうなのか議論す

る必要がある。帯広駅を中心とする中心市街地の拠点性を

見ると、交通拠点として帯広駅バスターミナルはあるが、「ま

ちの拠点」はどうなっているかについては一回整理したほう

が良いと思う。

懸案として、厚生病院が中心市街地から外れたところに移

転し、そこへの需要が変わった中で供給サイドがどう変わる

のか、利便性と効率性の高い持続可能な公共交通サービ

スの構築の議論が進むのではないか。

計画素案の中で、基本方針及び施策の設定に関わる論点

として整理します。

24 今回の機会が路線再編の方向性を決める大きな契機と考

えており、「直行便or帯広駅中心の乗継」というところを今回

きちんと議論すべき。運行効率性だけを考えると駅中心の

乗継となるが、それが利用者増の阻害要因となっているの

であれば直行便を入れるのもある。そのバランスが難しい

が、特に厚生病院のところでしっかり議論したい。そのた

め、DECにはデータ分析を頑張ってほしい。主観的な議論で

なく、移動ニーズや、そのニーズをどの交通手段でカバーす

るかなど、データに基づき分析することが重要。

厚生病院利用者アンケートやR3十勝地域調査における市

内路線OD調査に加え、今後示される帯広圏パーソントリッ

プ調査の結果などを参照しながら、帯広厚生病院への交通

手段のあり方や利便性向上について検討していきます。



帯広市地域公共交通計画策定調査業務

補 足 資 料

令和５年１⽉２０⽇

帯広市地域公共交通活性化協議会

資 料 ５



1

（１）帯広市の概況整理

1-2 現況整理

生徒・児童数将来推計

出典︓帯広市ホームページ「⼩中学校の児童⽣徒数及び学級数の推計結果（令和3年度）」
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2

（２）公共交通網の現状調査

2-1 バス交通

・おおぞライナー（大空地区乗合タクシー）
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利⽤件数/月（左軸） 運賃合計（右軸） 利⽤件数/日（左軸）
（件/月）

（百円/月） （件/日）

平⽇運⾏毎⽇運⾏ ※12/29〜12/31運休

【運⾏エリア】

・Aエリア︓⼤空団地内

・Bエリア︓ダイイチみなみ野店、いのちの⽊クリニックなど

・Cエリア︓イトーヨーカドー帯広店、北⽃病院など

・Dエリア︓MEGAドン・キホーテ、帯広の森など

【乗降場所】

・Aエリア▶制限なし

・B・C・Dエリア▶既存停留所のみ

※DエリアからDエリアの利⽤は不可

【乗⾞運賃】

・200円区間︓A ⇔ A

・300円区間︓B ⇔ B、C ⇔ C

・400円区間︓A ⇔ B、A ⇔ D、B ⇔ C、B ⇔ D

・500円区間︓A ⇔ C、C ⇔ D

【予約制】

・電話またはインターネット

【運⾏便】

・平⽇のみ運⾏（⼟⽇祝・年末年始運休）

・9:00~12:30、14:00~17:00



3

（２）公共交通網の現状調査

2-7 交通事業者の運転手在籍状況
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タクシー事業者 バス事業者
（人） ※令和4年12月時点

年代別運転⼿⼈数

タクシー運転⼿年齢構成⽐

バス運転⼿年齢構成⽐

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計

タクシー事業者 0 4 15 39 89 140 107 1 395

バス事業者 1 5 10 44 64 64 18 0 206

※「タクシー事業者」は、帯広市内に本社または営業所を置く法人タクシー事業者８社。



帯広市地域公共交通計画 今後のスケジュールについて

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

計画策定調

査委託業務

冬期利用状況調査
(水光線／畜大線・自
衛隊稲田線)

⺠⽣委員アンケー

ト調査

調査結果報告

協議会

調査準備 データ取得

第6回 第7回

調査内容設計 配布・回収

資 料 ６

骨子案

(今回協議)
素案 原原案

パブリック

コメント

最終案
計画策定

第8回 R5第2回

原案

R5第1回



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別紙２

令和5年1月20日

協議会名：帯広市地域公共交通活性化協議会

協議会名：帯広市地域公共交通活性化協議会協議会名：帯広市地域公共交通活性化協議会

協議会名：帯広市地域公共交通活性化協議会

①事業の結果概要 ③地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

・今後、協議会の検討及びパブリックコメントの実施を

経て、令和５年９月に帯広市地域公共交通計画として

最終的にとりまとめる。

・計画の概要等は次のとおり。

【対象区域】帯広市内全域

【計画期間】令和５年度～令和９年度

【基本方針の方向性】

　・持続可能な公共交通サービスの確保

　・乗継・待合環境の充実

　・公共交通の使いやすさ向上

　・公共交通の利用につながる環境づくり

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定に係る事業）

②事業実施の適切性

【事業内容】

　・概況整理

　・公共交通網の現状調査

　・公共交通の利用実態調査

　・地域公共交通計画（案）とりまとめ

　・協議会開催

【結果概要】

・人口や高齢化率、施設等の分布や公共交通カバー

圏域について、オープンデータ等に基づき、GISやグラ

フ等で帯広市の概況を整理した。

・交通事業者からのヒアリング等により、利用者数や

収支状況、運転手・車両の状況等について把握した。

・運行の効率化が見込まれる３路線を対象としたOD

調査を実施し、ODや利用目的などの実態を把握し

た。なお、１月に冬期調査を実施し、結果については

現在整理中。

・当初予定していた地域住民ワークショップについて

は、新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、代

替として民生委員向けアンケート調査を実施予定。

・計画（案）については、協議会における議論を踏ま

え、３月末にとりまとめる予定。

・調査結果の報告など、協議会資料を作成した。

A 計画通り事業は適切に実施された。

資 料 ７



帯広市地域公共交通活性化協議会

○○○○地域公共交通の地域公共交通の地域公共交通の地域公共交通の課題課題課題課題

○○○○調査の主調査の主調査の主調査の主なななな内容内容内容内容

○○○○地域公共交通の地域公共交通の地域公共交通の地域公共交通の現況現況現況現況

帯広市

帯広市は、北海道東部の十勝地方のほぼ中央に位置し、人口164,014人（2022年12月末日現在）、面積619.34㎢の農業を主要
産業とする十勝地方の中心都市である。

概概概概 要要要要

平成20年２月25日設置

○○○○地域公共交通活性化協議会開催状況地域公共交通活性化協議会開催状況地域公共交通活性化協議会開催状況地域公共交通活性化協議会開催状況
R4.4.19 第１回協議会（計画策定スケジュール等に関する協議）

R4.7. 7 第２回協議会（網形成計画の総括等に関する協議）

R4.7.22 第３回協議会（調査等に関する協議）

R4.9.7 第４回協議会（調査内容・スケジュール等に関する協議）

R4.12.20 第５回協議会（調査結果中間報告等に関する協議）

R5.1.20 第６回協議会（計画骨子案等に関する協議）

・帯広市の概況整理 ・公共交通網の現状調査

・公共交通の利用実態調査

・地域公共交通計画（案）のとりまとめ

・協議会開催

・交通事業者の連携による移動サービスの維持、利便性向上

・運転手の確保

・路線バスの収支改善

・JR根室本線（帯広駅、柏林台駅、西帯広駅）

・路線バス（十勝バス㈱、北海道拓殖バス㈱、市内42系統）

・農村部デマンド交通（大正交通㈲、毎日交通㈱、市内４系統）

・大空地区デマンド交通（十勝バス㈱市内１系統 ※実証運行）

・スクールバス（16系統）

公共交通の概要



帯広市帯広市帯広市帯広市地域地域地域地域公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業計画策定に係る事業計画策定に係る事業計画策定に係る事業の取組状況の取組状況の取組状況の取組状況

●●●●事業事業事業事業の結果概要の結果概要の結果概要の結果概要

１ 帯広市の概況整理

〇オープンデータ等に基づき、GISやグラフ等で帯広市の概況を整理。

【対象項目】地勢、産業別就業割合、人口推移、人口分布、高齢化分布、通勤/通学流動

施設分布（公共施設、医療施設、教育施設、商業施設、観光施設）

〇人口分布や公共交通カバー圏域については、現況（R2）と将来（R22）についてとりまとめた。

２ 公共交通網の現状調査

〇交通事業者からのヒアリング等により、公共交通の運行状況や収支状況等を整理した。

【対象項目】路線バス（広域交通/市内交通/その他、運転手・車両状況）、 コミュニティバス、鉄道、

タクシー・ハイヤー、スクールバス、福祉系交通

〇収支改善や既存リソースの相互連携によるサービス維持等に向けた検討に活用。

公共交通カバー圏域

（R2年人口） （R22年人口）

通学流動医療施設配置



平成○○年○月○○日設置
帯広市帯広市帯広市帯広市地域地域地域地域公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業計画策定に係る事業計画策定に係る事業計画策定に係る事業の取組状況の取組状況の取組状況の取組状況

●●●●事業事業事業事業の結果概要の結果概要の結果概要の結果概要

３ 公共交通の利用実態調査

〇運行効率化が見込まれる３路線を対象としたOD調査を実施し、ODや利用目的などの実態を把握し

た。（１月に実施した冬期調査については、現在整理中）

〇このほか、帯広厚生病院の利用状況調査やJR帯広駅での乗換調査を実施。

〇調査結果を、運行効率化や利便性向上に向けた検討に活用。

自衛隊稲田線OD調査

【調査対象路線】 【稲田線-ﾖｰｶﾄﾞｰ行き】【稲田線-帯広駅行き】【利用OD ヨーカドー→帯広駅】 【利用OD 帯広駅→ヨーカドー】

市街地区間、畜大線重複区間のニーズが高い バス停の近接性や出発・到着時間のニーズが高い

「自衛隊稲田線と畜大線の統合」等の利便性向上に向けた検討策に活用「自衛隊稲田線と畜大線の統合」等の利便性向上に向けた検討策に活用「自衛隊稲田線と畜大線の統合」等の利便性向上に向けた検討策に活用「自衛隊稲田線と畜大線の統合」等の利便性向上に向けた検討策に活用

４ 地域公共交通計画（案）とりまとめ

〇調査結果から問題点や課題を整理し、上位計画等との整合を踏まえ、基本方針や施策等を整理。

〇協議会における議論を踏まえ、３月末に計画案をとりまとめる予定。

５ 協議会資料作成

〇調査結果の報告など、今後の交通体系のあり方について議論するための協議会資料を作成。



帯広市帯広市帯広市帯広市地域地域地域地域公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業計画策定に係る事業計画策定に係る事業計画策定に係る事業の取組状況の取組状況の取組状況の取組状況

●●●●地域公共交通計画等地域公共交通計画等地域公共交通計画等地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針の計画策定に向けた方針の計画策定に向けた方針の計画策定に向けた方針

〇調査結果（中間）や協議会の議論を踏まえた骨子案は、以下のとおり。

〇引き続き、協議会の検討やパブリックコメントの実施を経て、令和５年９月に帯広市地域公共交通

計画として最終的にとりまとめる。



帯広市帯広市帯広市帯広市地域地域地域地域公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業計画策定に係る事業計画策定に係る事業計画策定に係る事業の取組状況の取組状況の取組状況の取組状況

●●●●事業事業事業事業実施の適切性実施の適切性実施の適切性実施の適切性

運輸局記載欄

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）

計画通り事業は適切に実施された。

●●●●地域公共交通計画等地域公共交通計画等地域公共交通計画等地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針の計画策定に向けた方針の計画策定に向けた方針の計画策定に向けた方針

【基本的な方針（案）】
・持続可能な公共交通サービスの確保
・乗継・待合環境の充実
・公共交通の使いやすさ向上
・公共交通の利用につながる環境づくり

※ 令和５年２月に予定している計画素案に関する協議において、基本的な方針及び主な施策の具体的な取組内容について協議を予定。

【主な施策（案）】
・交通事業者が相互協調・連携した運行効率化
・運転手確保対策
・運行収支改善に向けた取組の検討・実施
・ＭａａＳなどの新たなモビリティサービスの検討
・乗継・待合環境の向上
・わかりやすい公共交通サービスの情報発信
・公共交通の利用促進
・農村部デマンド交通の利便性向上・利用促進














